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論文内容の要旨
PCM伝送系においては，高品質で安定な回線を実現するために同期は重要な機能である。本論文
は，この伝送系において用いられるクロックおよびフレーム同期系の安定性に関する解析と系の設計
法について論じたものであって， 8 章からなっている。
第 1 章は序論で，まず，関連する研究の概要を述べ，ついで本研究の概要と目的を示し，本研究の
位置づけを行なっている。
第 2 章では，ランダムパルス列からのタイミング抽出におけるタイミング情報消失の平均時間間隔
について解析し， タイミング消失を実用上無視し得るクロック同期系を実現し得ることを示している。
第 3 章では，クロック同期式PCMマルチプルアクセス衛星通信方式に用いるクロック同期系の設
計を述べている。すなわち，まず，系の外部条件，設計基準から制御系の構成を導き，時間遅れを含
む位相同期系の解析と，それにもとづく一般化した設計法を示し，ついで最適条件に設定された同期
系の動作特性が計算値とよく一致していることを示し，この通信方式の可能性について論及している。
第 4 章は，アナログ形フレーム同期安定化回路の設計と動作特性について述べたものである口はじ
めに，放電回路付き積分器の出力電圧レベル分布の解析を行ない，この積分器を用いる安定化回路の
最適設計条件を導いている。この設計法により，多様な符号誤り特性を有する伝送路に共通に適用し
得るフレーム同期安定化回路を実現し得る。
第 5 章は，パルススタップ同期方式に用いる 2 種類のフレーム構成を提案し，その有効性について
述べたものである。第 1 のものは符号の誤りに対して高い同期安定度を得ることをならいとしたもの
であり，第 2 のものは特に PCM高次群に適用することをねらいとしたものである。後者は高速動作
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に適したハードウェアで実現できるように考慮したものである。
第 6 章は，スタップジッタの解析について述べたものである。すなわちジッタの波形は次数ととも
に振幅と周波数が小さくなる多数の三角波形に近似的に分解できることを示し，各三角波形の振幅と
周波数をスタッフ率の関数として与えている。この解析結果を用いて，ジッタ抑圧の面からのスタッ
フ同期系の設計法を導いている。
第 7 章は， PCM多重化クロックレートの設計法を述べたもので，はじめに設計要因と規格値設定
の考え方を示し，これらにもとずいて多重化クロックレートを定める手順を与え，最後に，数値例と
してわが国の PCM3 次群ないし 5 次群のクロックレートを示している。
第 8 章は結論で，本研究で得られた結論をまとめ，残された問題について述べている。
論文の審査結果の要旨
PCM通信方式の信頼性を高めるための重要な要因の 1 つに 同期の安定化の問題がある。本論文
は，有線通信系ならびに衛星通信系を含む無線通信系を対象に，高度の信頼性をもち， しかも低廉な
システム・コストで実現し得る同期方式の研究業績をまとめたものであって，本論文で提案されてい
る諸方式は，そのほとんどが電々公社の同軸PCM回線，マイクロ波PCM回線，衛星通信回線に実
用化されている。その要約を述べると以下のようになる。
(1) スクランプルを施したパルス列からのタイミング情報消失時間間隔について解析し，実用上タイ
ミング系を実現し得ることを示している。
(2) クロック同期式マルチプルアクスス衛星通信方式を実現するための従局クロック同期系の解析を
行ない，その設計法を確立している。
(3) フレーム同期安定化回路の動作解析を行ない， ランダム誤り，パースト誤りなど多様な符号誤り
特性を有するフレーム同期安定化回路の設計法を確立している。
(4) PCM高次群の多様化に適用することを目的として，高速動作に適したハードウェアで実現でき
る多重化フレーム構成法を提案している。
(5) パルススタッフによる同期方式において生じるジッタについて解析し，ジッタの性質を明らかに
するとともに，ジッタ抑圧の面からの同期系の設計法を確立している。
(6) PCM信号の多重化における多重化クロックレートの設計の一方法を示し，この方法によりわが
国の現用 PCM3 次群ないし 5 次群の多重化クロックレートを定めている。
以上のように，本論文は，今後の通信方式において重要な位置をしめると考えられるディジタル通
信の実現に多くの貴重な示唆を与えており，通信工学の発展に多大の貢献をもたらしている。よって
本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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